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周知の通り、中国の詩人たちが画に詩を書くことは古代からの習
慣であった。故に、漢詩は昔から画と一体化してきたものである。漢詩に強い関心を示す芥川も、同様な関心を南画に向けている。
　
南画は胸中の逸気を写せば、他は措いて問わないと云ふが、こ
の墨しか着けない松にも、自然は髣髴と生きてゐはしないか？
　
油画は真を写すと云ふ。しかし の光と影とは、一刻も同一と云ふ事は出来ない。モネの薔薇を真と云ふか、雲林の松を仮と云ふか、所詮 言葉の意味次第ではないか？

（全集第九巻）
　
南画代表者の一人である倪雲林の「松樹図」を、芥川は「支那の
画」
１において、右のように評している。 「真を写す」油画より、気
韻を重視する南画を肯定している見方を示す文章であると言える。　
南画は中国山水画二大流派の一つである。明代の呉派文人画が自
らの系譜づけを行ったもので、唐の王維から董源・巨然・米芾を経て、元代の王蒙・倪雲林・黄公望・呉鎮、さらに明代の沈周 文徴明・董其昌らに至る。清の四王呉惲もこの系譜に属する。日本では江戸中期から受け入れられ、池大雅・与謝蕪村らが名高い。水墨や淡彩を使い、多くは山水を柔らかな感じで描く、気韻を尊ぶ画風である。日本の南画家池大雅について 芥川は「澄江堂雑記」
２で、
大雅を「偉い画描きである」と評し、 「ああ云ふ英霊漢 筆に成つた画は、何百円と雖も高い事はない。 （中略）芸術品の価値も小切
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要旨
　
南画は中国山水画二大流派の一つである。中国の詩人たちが画に詩を書くことは古代からの習慣であった。故に、漢詩は昔から画と
一体化してきたものである。漢詩に強い関心を示す芥川も、同様な関心を南画に向けている。その原因を探ると、彼の育った環境と深い関係があると言わざるを得ない。子供の頃から、昔の絵などと親しんできたため、芥川の南画に対する興味と、南画を鑑賞する力が確実に育てられたと思われる。では、南画への情熱は芥川文学にどんな影響を与えたのであろうか。本論文では、芥川の南画に対する鑑賞 の形成過程を明らかにした上で、南画に関す 作品を検討していきたい。
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手や紙幣に換算出来ると考へるのは、度し難い俗物ばかりだからである」と述べている。この記述からも、芥川の南画に対する愛好が窺えるであろう。　
このような絵に対する嗜好の原因を探ると、やはり芥川の育った
環境と切っても切れない関係があると言える。養家の芥川家は、代代江戸幕府の御奥坊主をつとめた旧家であり、当主 道章は南画好きな人間である。そのため、芥川は幼少時から南画の薫陶を受けたと思われる。 「わが家の古玩」
３において、芥川が家にある絵や古玩
を次のように述べている。
　
蓬平作墨蘭図一幀、司馬江漢作秋果図一幀、仙崖作鍾鬼図一幀、
愛石の柳陰呼渡図一幀、巣兆、樗良、蜀山、素檗、乙二等の自詠を書せるもの各一幀、高泉 慧林 天祐等の書各一幀 ―わが家の蔵幅はこの数幀のみなり。他にわが伯母が嫁げる狩野勝玉作小南公図一幀、わが養母 父 る香以の父龍池作福禄寿図一幀等あれども、こはわが一族を想ふ為に稀に壁上に掲ぐるのみ。 （中略）　
われを目して「骨董好き」と言ふ、誰か掌を拊つて大笑せざら
ん。唯われは古玩を愛し、古玩 われをして恍惚たらしむるを知る。売り立ての古玩は価高うして落札すること能はずと雖も、古玩を愛するわが生 豪奢なるを誇るものなり。
 （全集第二十二巻）
　
右の文章から、芥川の育った環境と、古玩を愛する気持ちを確認
できる。子供の頃から、昔の絵などと親しんできたため、芥川の画に対する興味と、画を鑑賞する力が確実に育てられたと思われる。　
本論文は、芥川の南画に対 鑑賞力 形成過程と 南画に関
る作品を中心に検討していきたい。
二
　
まず、時代に沿って、芥川と中国画とのかかわりを見ていこう。
　
大学に入ってから、芥川がしばしば絵の展示会に出かけるように
なったことが分かる。一九一三（大正二）年十一月一日の、後輩の原善一郎宛の書簡に、展示会で見た絵の感想が次のように書かれている。
　
日本画の第一科は期待以上に振ひませんでした小坂芝田氏や小
室翠雲氏のさへ大した出来とは思はれません望月青鳳氏の猿の毛描きがうまいと云つてほめる人もゐますさうした事をほめれば成程ほめる事がな でもありませんそれは文晁の模倣が巧妙に出来上つてゐる事です（中略）　
第二科では私の興味を引いた作品が二あります一は牛田雞村氏
の町三趣で一は土田麦僊氏の海女です町三趣はあまり遠近法を無視し過ぎた嫌があります 私は之を今度の日本画の中で最傑出した作だと思つてゐます

（全集第十七巻）
　
この書簡で、芥川は自分の画論を披露し、各画について、かなり
詳しく論じている。この段階で、芥川は画の流派も心得ているし、画を描く技法も研究した とがあるように見える。 この展示会には日本 の他、洋画 あったらしい。芥川は、同じ書簡で「洋画では石井柏亭氏が頭角を現はしてゐますこの人の心はとぎすました鏡の
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やうに冷に澄んで居るのでせうその心の上に落ちる木の影石の影は寸毫も誤らない訓練を経た」と言い、洋画の写実性を指摘している。この時点で、芥川は絵の鑑賞に関して、すでに独自の見解を持っいた とが読み取れる。　
また、送られた相手の原善一郎の父原富太郎は、画の蒐集家であ
り、 芥川はしばしば原家で画を見せてもらったらしい。 一九一六 （大正五）年の原善一郎宛の書簡 「画を拝見す 好機会を逸する は至極残念です」 （十一月四日）と書かれ、用事で行けなかったことを残念がっていたことが分かる。同年の十二月 山本誉司宛の書簡の、 「昨日は原のうちへ行つて琳派の画を見た
　
宗達光悦乾山など
皆立派なものだ
　
光琳になると、少し繊細になるがそれでも抱一な
どに比べると余程えらい」とあるように、原家で見た日本画の感想を述べている。このような交友関係も芥川 絵に対する関心 高めたと思われる。　
また、一九一六年十月十一日の、井川恭宛の書簡に、帝国美術院
で見た絵についての感想が書かれている。
　
美術院を見てつくづくだめだと思つたよ
　
小説より日本の絵の
方が前途遼遠にやあちがひない
　
大観だつて観山だつて
　
雪村の
足もとに行つてやしないね
　
況や雪舟をやだ
　
清画の方が今の日
本画よりよつぽどいいやうだよ
　
揚舟の虎ほどの画をかく奴は一
人だつてゐはしない
　
批評家は大がい莫迦だよ
 （全集第十八巻）
　
この年に、 「鼻」
４をもって漱石の激賞を得、 華々しい文壇デビュー
を果たした芥川は、 「小説より日本の絵の方が前途遼遠」だと言い、
小説家としての自信を感じることができる。そして、清画が初めて登場するが、芥川は「日本画よりよつぽどいいやうだよ」と述べているところから 同じ美術院か、或はどこかで清画を見たことが想像され 。　
芥川が、南画に接した詳しい最初の日時は分かっていない。だが、
書簡から見ると、大正六年に入ってから、芥川の南画に関す 記述を多く見ることができる。大体美術展か、交友関係で を知ったと推測できる。代表的な書簡を、時間順に挙げると 次の うである。
　
僕はこの頃大雅の画に推服し尽してゐる
　
あいつ一人
　
どうし
てあんな時代に出たらう
　
雪舟とくらべたつて、或はだと思ふ
　
一歩すすめて、夏珪や牧溪にくらべて或はだと思ふ
（一九一七年九月四日
　
井川恭宛）
　
この頃京都の知つてゐる画かきから龔半千の山水画帖を送つて
くれました

（一九一八年十月十四日
　
小島政二郎宛）
　
龔半千は清初期の文人画家である。濃厚な墨を用いて、個性的な
山水画を描くのが有名な人物である。次の書簡の中でも彼の名が出ている。
　
今度の日曜は上京するから遊びに来ませんか龔半千の外に大雅
と蕪村との十便十宜がありますこれもちよいと敬服に価するものだからその節御らん下さい謝春星先生もえらいがやつぱり頭の下
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るのは九霞山樵ですが実際大雅と云ふ男は画聖の名を辱めない人間です僕 雪舟にすら院画らしい鋭さを嗅ぎつけますが、大雅に至つては渾然としてゐて更にさう云ふ所が見当りません東洋の画の有難味を味得しようと思つたら大雅を見るのに限 す
（一九一八年十月二十一日
　
小島政二郎宛）
　
最初の書簡に、夏珪（宋）や牧渓（元）などの中国画家の名前が
出ている。夏珪は自然を再構成して表現するのが巧みで、雪舟などの日本画家にも影響を与えた人物である。しかし、芥川は大雅の画が夏珪や牧渓と比べても「或はだ」と言っている。この記述から、芥川 南画に心打たれていること、そして、この頃南画に興味を示し始めた様子を確認できる。
三
　
一九一七（大正六）年以後、芥川の南画に対する関心はますます
強くなったように見える。　
一九一九（大正八）年九月二十四日の、滝井孝作宛の書簡の、 「僕
も倪雲林や惲南田の画集を君にみせたかつたのだ」 という記述から、中国の南画家の画集を入手したことが分かる。こ 集は大正九年の年末に完成された小説「秋山図」 大きな関係がある 思われる。　
芥川は画を鑑賞するほか、画論書にも関心をもっていたらしい。
大正八年十二月十四日の大須賀乙字宛の書簡 は、 「画論は私も少々読んでゐる為殊にあなたの推賞なすつたのが誰だつたか知りたかつたのです
　
支那画論中こんな事を云ふのは余り月並かも知れません
が沈芥舟のが私には一番よく心もちが通じます
　
あれを読むと時々
痛棒を加へられるやうな気がするのです
　
唯尚古の論になると多少
推服できない点かあ のですが」とあり、画論を多く読んだことが窺える。 書簡に出てい 沈芥舟は、 中国清代の画家沈宗騫 （一七三六～一八二〇）のことであり、芥川蔵書目録には 沈芥舟の画論書『芥舟学画篇』 （全四巻二八編）が入っている。　
一九二〇（大正九）年は、芥川が最も中国画に凝っていた時期で
あるといえる。作品としては、大正十年一月に発表された「秋山図」
５
がこの年に完成されたものであり、南画についての記述も、
ほかの年と比べて多く見られ まず、大正九年の書簡から、中国の書画を収集して る記述を列挙 みよう。
董其昌の日照悟と文徴明の赤壁之賦とを買ひました
（四月十五日
　
小島政二郎宛）
　
董其昌（一五五五～一六三六）は明末の画家である。詩・書道に
も通じ、文人画を絵画の最高様式として南宗画の名 与え、清初画壇の南宗全盛を招いた。書道の面において、日本にも影響を及ぼした。文徴明（一四七〇～一五五九）は詩人で が、書画の造詣が詩人以上であるため、書画の大家としてよく知られる人物である。
　
三四日晩翠軒へ参り八大山人や王石谷などの画を求めましたこ
んど御出での節おめにかけます八大山人は新しい人ですな明末清初頃の人です道理で画がハイカラだと思つたこの頃倪雲林とどうとか云つたのは梅 人の間違ひです
 （十月三十日
　
小穴隆一宛）
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と、八大山人や王石谷などの画も入手したことが分かる。　
この頃人に四王呉惲の画集を借りました
　
南田が一番好いやう
です（中略）今度大阪にて矢野橋村と云ふ南画家の御馳走になる
（十二月三日
　
小穴隆一宛）
　
という箇所を見ると、南画集を借りて鑑賞していることが確認で
きる。これらの名画を入手したことで、芥川の南画に対する関心がますます高まったと思われる。　
また、この年の十二月頃から、芥川は自分の号を「雲田生」 名
づけた。南画に凝っていた事実から、この号が、倪雲林と惲南田から取ったものではないかとも考えられる。最後に、芥川は自分の大正九年の一年間 行動を、 「一年位何も書かずに画や字の稽古ばかりしてゐたい気がし 」
６と回顧している。
　
そして、芥川はもはや鑑賞するだけで満足できなくなった。
一九二一（大正十）年一月六日の、小穴隆 宛 書簡の、 「あの南画の本もまだ一冊しか見ず画は一枚彷雲林をやつて失敗した」という記述から、倪雲林を模倣して を描いたことが確認できる。同年二月十二日 書簡から、 「碧童大哥の都合さへよければ十六日にく会をやらばやと思ふ」 小穴隆一宛）という記述もみられ、絵を描くことへの情熱を感じることができる。ここでの「書く会」は小沢碧童、小穴隆一と三人で 絵や俳句を書きあって興じ 会であるらしい
７。 これらの記述は、 芥川の南画に対する情熱がいよいよピー
クに達 ていたこと 匂わせる。　
そして、芥川は、大阪毎日新聞社の特派員として、一九二一（大
正十）年三月下旬から七月中旬まで、中国に滞在していた。この旅行によって、南画の故郷である 国で、彼の南画に対する情熱が一層高められたことが想像できる。　
中国滞在中、芥川は清朝の南画家金農（一六八七～一七六四）の
絵に出会ったらしい。一九二一年六月六日の、小穴隆一宛の書簡に、「金農と云ふ清朝の画かき君のやうな書を書く
　
号を冬心先生、詩
も作る
　
帰つたら複製を御めにかけます」という記述があり、旅行
の最中の南画収集に気を配っていた様子が窺える。なお、一九二二（大正十一）年十月一日発行の「支那美術」 （第一巻第二号）には「別刷写真版（コロタイプ版） 」として、
｢ 芥川龍之介氏蔵
｣
の「金
冬心」の「竹風醒酔図」 「汀洲静釣図」が掲載され、 「編輯後記」には、 「本誌を一覧された諸名士から期せずし 左にかゝげた様な同情ある声援を給りました。 （略）芥川龍之介先生曰く／此雑誌を夏目漱石先生が御覧になつたらどんなに歓ばれたでせう」という箇所があり、金冬心の画を出していたことが読み取 る。また、旅行最終地の北京で、文華殿で陳列され 旧帝室御物の書画につい芥川は「此処の御府の画はすばらしいものです（文華殿の陳列品は貧弱） 」 （六月二十四日
　
下島勲宛）と、御府（天子の御物を入れる
倉庫）の絵を褒めたものの、文華殿の絵に不満を ぼしている。　
中国旅行からの帰国後、紀行文を書くために忙殺された芥川は、
画に触れる余裕のない状態であったが それ も、時々美術展を覗きに行ったりしていたことが書簡から分かる。大正十年九月二十四日の書簡に、 「院展（日本美術院主催 展覧会
　
引用者注）ちよつ
と覗き候へども碌な画は無之、大観、渓仙 浩一路、古径なぞ僅に見るに足るべく候はむか
　
それよりも美術協会の参考品に山雪の真
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鶴の幅ならべあり候これは立派なものに候」 （下島勲宛）とあり、美術展覧会に行った時の様子が確認できる。　
一九二二（大正十一）年、一月二十日の書簡には「さて田端に雲
泉、直入、鉄心なぞ一見いたしたしと申すもの有之 へども右三幅小生宅まで至急御持参下さるまじく候や」 （佐佐木忠一宛） とあって、その翌日の書簡には「自笑軒主人雲泉一幅を購ひ
　　
鉄心先生は
百三十円のよしもちろん買ふのを見合わせたり」とある。画の収集に力を入れていることが分かる。そして、同年五月二十日の書簡ある「逸雲梧門など少々買ひました（中略）毎日古画を見たり苺を食つたりして暮してゐます」 （下島勲宛）や、 「画を観たり丸山へ行つたりし 居
　　
唐画は藍田叔、沈南蘋、王若水、癭瓢子、蘇東坡、
宋紫石など
　
倭画は逸雲、鉄翁、梧門を始め二天、若沖、などいろ
いろ観
　
へど東坡の墨竹ほど感心したるものは無之
　（以下略） 」 （小
穴隆一宛）などの記述からは、南画収集と 古画観賞の生活ぶりが想像できる。同じような内容の書簡として、大正十一年五月二十四日の芥川道章宛、 年十一月十三日の小穴隆一宛 が挙げられる。　
一九二三（大正十二）年に入ってから、芥川の、南画に関する行
動が目立たなくなった。この年の三月二十四日の小穴隆一宛に、美術展に出かけたいと述べたり、小杉放庵（七月十六日）を自宅に誘って、金冬心の画を観賞したりした記述が見られるぐらいである。　
一九二四（大正十三）年には、中国画に関する活動を記す書簡は、
十月八日の書簡の「昨日志賀さんと画（中国画
　
全集二十巻三四八
頁
　
引用者注）を見に行きました」 （滝井孝作宛）しかなかった。
　
一九二五 （大正十四） 年六月二十一日の書簡に、 「蓬平 （佐藤蓬平、
江戸中期の南画家
　
全集二十巻三六四頁
　
引用者注）の画はその位
のねだんならばお求め下され度願上候」と、南画の収集をしていることが分かる。それから、自分の書いた絵を友人に見せたり、友人から画をもらったりもした しい。 「僕の画などはお安いものだ。 （中略）陳勲の画は貰つてはすまぬやうな気がする」 （九月十二日
　
有
田四郎宛）という書簡からそ 様子が窺える。　
一九二六（大正十五）年と一九二七（昭和二）年には、南画につ
いての記述が特にない。ただ、南画の鑑定を頼まれたらしいが、姉の家の全焼事件でこの鑑賞 断った。 を示す書簡として、 「雲林、藍瑛どちらも持ち合いません。のみならず画帖 見た位では中々御鑑定の出来るものではあり 小生は唯今親戚に不幸有之、その上その方の衣食の計立たざる為、東奔西走中。どうかこれにて御勘弁下さい」が挙げ れる。ところで絵 鑑定に いて、芥川は「鑑定」
８を書き、この作品において、 「果亭の山水」という南画が知人
一同から贋作視 れた体験を通じ、真贋の差別に煩わされず、 「怪しげな書画を玩んで無名 天才に敬意を払う」という鑑賞主義を主張している。
　
　
以上に示した通り、書簡を中心に見ることで、芥川の南画との関
わりを見てきた。幼少時の家庭環境は画に親しむきっかけとなったが、周囲の友人や恩師に、中国画に詳しい人が多かったこ も、芥川に大きな影響を与えたに違いない。作家になってか 、芸術に親しむ機会が増えるにつれ、芥川の南画に対する情熱がますます高められ、大正九年をもってピークを迎えた。大正十年 中国旅行後健康面や創作面の影響が出 、南画に構う余裕が次第になくなりつ
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つあったが、しかし、南画に対する興味がなくなったわけではないと思われる。　
以上の書簡から、芥川が長年に渡って、南画に親しんできたこと
が確認できたが、しかし、芥川の、南画についての画論が書簡を見る限り、決して多くなかったことが分かった。芥川の南 に対する受け止め方を探るため、彼の作品にある南画論や、南画を素材とする作品から、 考察 なければならない。 次に 「秋山図」 を例 して、芥川の南画観を検討してみ い。
四
　
南画を材料とする作品の中で、 「秋山図」は最も知られている作
品である。 「秋山図」は大正十年一月に、 「改造」に発表された作品である。典拠は今関寿麿編『東洋 論集成』
９
上巻所収の「甌香館
画跋」 、特に「秋山図の始末を記す」の部分である。粗筋
10を次に
まとめる。　
ある秋の夜、惲南田を訪ねた王石谷は、黄公望の秋山図にまつわ
る話をする。王石谷は煙客から、かつて彼が潤州の張氏を訪ね、すばらしい秋山図を見た話を聞いた 煙客の話によれば、黄公望の画を慕う彼は、元宰より公望の傑作が張氏の家にあるので、一見を勧められる。煙客が荒廃の張氏の家で見たが、秋山図が素晴らし った。しかし張氏は、秋山図 美しさ 私だけに見える美しさではないかと煙客に話しかける。その後、五十年近くの歳月を経過 て、煙客がこの話を王石谷に たのだが、それを聞いた石谷はあたかも眼前にあるがごとく、その秋山図を思い描くことができ 。ちょう
どそのころ、貴戚の王氏は、張氏の子孫から彼の秋山図を手に入れた。王氏は著名な画家たちに絵を見せるべく、わが家に招待した。石谷が一番に到着して絵を見ると、確かに黄公望のすばらしい絵ではあった 、かねて煙客から聞き及んだ秋山図 ような絵ではなかった。後に着いた煙客もほめ言葉も渋りがちであった。あの幻の秋山図はどうしてしまったのだろうか、と残念 る石谷に、惲南田はあなたの心の中にその幻の美しい秋山図が見えるなら、それで憾むところはないではありませんかと問 け、二人は「掌を拊つて一笑した」 。　「秋山図」が書かれた当時の様子を示す書簡として、 「ボクは今王煙客、王廉州、王石谷、惲南田、董其昌の出現する小説を書いてゐる　
皆登場してたつた二十枚だから大したものさ洞庭萬里の雲煙を
咫尺に収めたと云ふ形だよ」
11が挙げられる。この書簡には、 「秋
山図」に対する自負を感じる とができる　
芥川の自信に応えるように、 「秋山図」に関する同時代評や先行
研究には好評が多い。豊島与志雄は「全体の布置結構から一句々々の畳み方まで、作者の筆は端正を極めて、聊かの隙間をも見せない」
12と賞賛し、宇野浩二は「神秘の靄で封じ込めた手際は彼のキ
リシタン類小説の中の逸品と並んで、なかなか特色ある、真似出来ない小説」
13と評価している。吉田精一は「作者の芸術観、人生観
を述べたもの
14とし、高橋英夫は「理想の芸術はこの世に存在せ
ず、人は唯、幻 名画を夢に追い求めるように、理想の芸術を憧憬と記憶の中に封じこめている」
15を、 「秋山図」 のテーマとしている。
また、中村完は、 「芥川は『地獄変』や『奉教人の死』で作中人物と共に見た人間の謎を『秋山図』や『藪 』では、作中人物にも
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自分にも見えない謎として残したのである。人間解釈の放棄である」
16と、 「秋山図」における芥川の意図を読み取った。
　
右の論を読むと、 「秋山図」に対して、様々な解釈がなされてき
たことが分かる。どの論にも正確な部分があるように思われるが、何か物足りない感じがしないで ない。次に、先に挙げた芥川の南画との関わりを視野に入れながら、 「秋山図」のテーマを探っていきたい。
五
　「秋山図」は南画を素材とする作品であるため、まず作者芥川の南画に対する見方を見ておかなければ、作品を完全に理解することが出来ないと思われる。書簡から確認できたことであるが、芥川は長年に渡って南画に親しんできたため、南画に対して、独自 見解を持っていたはずである。彼の南画に関する画論の中で、一九二三
（大正十二）年十月一日に発表された「支那の画」 （ 「支那美術」 ）は、芥川の南画に対する鑑賞力が窺える作品 ある。 「支那の画」において、 芥川は、 倪雲林の 「松樹図」 、 「蓮鷺図」 （志賀直哉所蔵の宋画）金冬心の「鬼趣図」に自己の画論を述べてい その中で 芥川が一番推奨しているの 倪雲林 「松樹図」である。賞賛している所以を本節の冒頭で一部紹介し るもの が、 次に引用 。
　
松は尖つた岩の中から、真直に空へ生え抜いてゐる。その梢に
は石英のやうに、角張つた雲煙が横はつてゐる。画中の景はそれだけである。しかしこの幽絶な世界には、雲林の外に行つたもの
はない。黄大痴の如き巨匠さへも此処へは足を踏み入れずにしまつた。況や明清の画人をやである。　
南画は胸中の逸気を写せば、他は措いて問わないと云ふが、こ
の墨しか着けない松にも、自然は髣髴と生きてゐはしないか？
　
油画は真を写すと云ふ しかし の光と影とは、一刻も同一と云ふ事は出来ない。モネの薔薇を真と云ふか、雲林の松を仮と云ふか、所詮 言葉の意味次第ではないか？

（全集第九巻）
　
右の文から、芥川の南画に対 る見方が読み取れる。一つは、南
画が「幽絶な世界」を映し出せることである。もう一つは、南画に描かれる 自然は髣髴と生きて」いるということである。西洋の画＝真を写すより、南画は少しの墨で自然の境地を映し出せる。西洋の は模写であるため、見る人に対する、能力や想像力の要求が高くないが、南 は、作者の「胸中の逸気」を写すだけであるため、観賞する人の想像力や意念を要求する画である。西洋画 南画、どちらが真を写せるかといえば 「言葉の意味次第」 あり、即ち、観賞する人の意念によるもの 。まず、作者 「胸中の逸気」を分からないと、観賞する行為ですら拒否されてしまうという。この意味において、南画は、作者の「胸中の逸気」と、観賞す 人の能力や想像力によって、初めて完成されるも である いえる。芥川は「秋山図」においても このようなことが言いたい で ないかと思われる。　
秋山図の最初の所有者の張氏は、 「私は何だか眼を明いた儘、夢
でも見てゐるやうな気がするのです。成程秋山は美し 。しかしその美しさは、 私だけに見える美しさではないか？私以外の人間には、
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平凡な画図に過ぎないのではないか？」と言う。芥川は何故、張氏にこんなことを言わせたのだろうか、 彼の論理に沿って解釈すると、張氏は明らかに、自分の画に対する鑑賞力を過信しており、秋山図の素晴らしさが分かっているのが、自分だけだと信じている。　
次に秋山図を見たのは煙客である。勿論、煙客も秋山図の素晴ら
しさを見抜いている。しかし、煙客の鑑賞力によって見出した秋山図の素晴らしさは、決して張氏 同じでは 。煙客 ら秋山図の素晴らしさを聞きなが 、王石谷は心の中 、すでに作者の黄大痴を無視して、煙客の話に基づいて、自分の秋山図を描きあげた である。そのため 後、本物の秋山図を見たとき、自分 胸 中にある秋山図と実物が異なったことによって、違和感 生じた。これは観賞する人が、自分の能力 強調しすぎたために生まれた悲劇であると言えよう。三好行雄
17は、 「石谷はみずからの心象に、いつか
あざやかな映像を結んでい 〈幻影〉によって、 〈現実〉を裁いた」という。全くその通りである。　
しかし、何故、前に一度秋山図を見た煙客もまた、王石谷と同様、
五十年後、秋山図の素晴らしさ 見出せなく のか。それは煙客が五十年前に見た秋山図を、五十年の間、自分の心 中で書き直したからである。煙客は、作者の黄大痴の「胸中の逸気」 り、胸の中で書き直した秋山図のほうを信じているからである。故 、この時 煙客の胸の中にある秋山図は、 でに五十年前に見たものでなくなり、 黄大痴 秋山図を元にして 自分が描いた秋山図となったの ある。　
煙客から秋山図の話を聞いたことのない廉州先生は、 「これは痴
翁第一の名作でせう。―この雲煙 濃淡を御覧なさい。元気淋漓ぢ
やありませんか。林木なぞの設色も、当に天造とも称すべきものです。 （中略）今まで黙つてゐた廉州先生は、王氏の方を顧ると、一々画の佳所を指さしながら、盛に感歎 声を挙げ始めました。 」と反応する。秋山図を見たこともない、話も聞いたこともない廉州先生が見た秋山図こそ、本物の秋山図であるといえる。　
画家は自分の見た素晴らしい画を、時間をかけて玩味しているう
ちに、自分の要素を画に加えて まう。これは、小説家に 同様言えることではないかと思われる。 「 の始末を記す」を翻案して出来た「秋山図」はすでに芥川のも であり、原本にない要素が加えられたのである。もし、廉州先生が、何年後 又何十年後に、あの日に見た秋山図を思い出す時が来たら 果たしてそれは王宅で見た秋山図と同じであろうか。たとえ 元の秋山図ではなくなっても、恐らく廉州先生はすで 心の中で、自分が思う一番の秋山図を描きあげるのであろう。
（おう・しょい
　
北京科技大学外国語学院専任講師）
　　　　　　　　　　　　１
　
一九二二（大正十一）年十月一日発行の「支那美術」第一巻第三号に掲載。
後、 『百艸』に収録。全集第九巻２
　
一九二二（大正十一）年四月一日発行の「新潮」第三六巻第四号に掲載。
全集第九巻３
　
一九二七（昭和 ）年
　
全集第二十二巻
４
　「新思潮」一九一六（大正五）年二月十五日
　
全集第一巻
５
　
一九二〇（大正九）年十 月六日の、滝井孝作宛 書簡を参照している。
全集第十九巻６
　
一九二〇（大正九）年十 月十四日
　
小沢碧童宛
７
　
全集第十九巻（三四三頁）の最後にある書簡の注釈を参照している。小
穴隆一は洋画家、俳人で、芥川の親友である。一九一九年、俳句雑誌「海紅」に載せた雄鶏の挿絵が機縁となって、芥川と知り合った。それ以後、芥川作品の挿絵を担当するようになった人物である。小沢碧童（一八八 ～一九四一）は俳人である。本名は忠兵衛、幼名は清太郎である。東京の生ま
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れで、滝井孝作や小穴隆一を介して芥川と知り合った。８
　「新思潮」一九一六（大正五）年六月
　
全集第四巻
９
　
読画書院
　
一九一五年十二月二十日
10　『芥川龍之介作品事典』関口安義・庄司達也編
　
勉誠社
　
二〇〇〇年六月
11　
一九二〇（大正九）年十二月七日の小穴隆一宛
12　「新年の創作評 （一） ―芥川氏の小説 『秋山図』 」 「読売新聞」
　
一九二一 （大
正十）年一月一日
13　「十年文壇事始十一」 「時事新報」
　
一九二一（大正十）年一月二十五日
14　『芥川龍之介』吉田精一
　
三省堂
　
一九四 （昭和十七 十二月
15　「 「秋山図」について」 『芥川龍之介文学館
　
解説』日本近代文学館
　
ほる
ぷ出版
　
一九七七（昭和五十二）年七月一日
16　『芥川龍之介研究』菊池弘
　
久保田芳太郎
　
関口安義編
　
明治書院
　
一九八一（昭和五十六 三 五
17　『芥川龍之介論』三好行雄
　
筑摩書房
　
一九七六（昭和五十一）年九月
